2006年12月11日(月)
社会理論と調査法

尺度構成：主成分分析

（因子分析）
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主成分分析（因子分析は親戚?!）とは

たくさんの変数（変数：サンプルによって変わる数）
岡（2005）の例

アイデンティティを11の質問項目で測った。

少数の合成変数に変換

目標明確尺度・理解実感尺度・実力主義尺度

例：陸上競技

100m走と1500m走

[image: image3.emf]4.00 5.00 6.00 7.00 8.00 9.00 10.00 長距離 12.00 14.00 16.00 18.00 20.00 短 距 離

A．100m速い　1500m速い　人もいれば
B．100m速い　1500m遅い　人もいれば

C．100m遅い　1500m速い　人もいれば

D．100m遅い　1500m遅い　人もいる。

2つの変数（100m走と1500m走）から、このタイムに隠れた背後の共通性を抉り出して別の合成変数を作る。


説明された分散の合計
	成分
	初期の固有値
	抽出後の負荷量平方和

	 
	合計
	分散の %
	累積 %
	合計
	分散の %
	累積 %

	1
	1.389
	69.468
	69.468
	1.389
	69.468
	69.468

	2
	.611
	30.532
	100.000
	 
	 
	 


因子抽出法: 主成分分析

成分行列(a)

	 
	成分

	 
	1

	短距離
	.833

	長距離
	.833


因子抽出法: 主成分分析
a  1 個の成分が抽出されました

図 2　散布図
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成分1の得点（FAC1_1）

＝　0.833　×　100m走のタイム　＋　0.833　×　1500m走のタイム
成分1は総合走力と解釈。
Aさんは、100mが何秒、1500mが何秒→総力2.7点！　とあらわせる。

では岡（2005）の例を見てみよう！

来週のグループワーク

　いままで社会理論と調査法で習ったこと（因果関係の3原則・仮説の構築・疑似相関の発見・問いの見つけ方・研究とは・決定的実験・真理表・回帰分析・尺度構成）を自分の卒業研究にどのように生かすか、レポートする。グループ内でお互いの研究計画を5分で紹介しあう。そして、どんなところにこの講義での知識が生かせるか、グループで議論する。（A・Dコースの人こそ、ぜひ活用して欲しい。私たち新しい世代にしか思いつかないまたは新潟人だから思いつく、私たちの、私たちによる私たちのシステムを構築して欲しい）
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